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(57)【要約】
　本発明は２板式折畳み扉１６のための持上げ装置１８
に関し、上板１２は水平な第１軸線回りに揺動可能にケ
ースの上壁２０または区画壁にヒンジで取付けられ、下
板１４は第１軸線に対して平行な第２軸線回りに揺動可
能に上板に連結され、持上げ装置１８は少なくとも１本
の双腕レバー３４を具備し、このレバー３４は水平枢着
軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レ
バー３４の長い腕は下板１４に枢着連結され、持上げ装
置１８は少なくとも１本のヒンジアーム３１を具備し、
このヒンジアームは板に枢着連結され、ヒンジアーム３
１はそれぞれ、板に設けられたヒンジカップ２８、２９
に固定され、ヒンジアーム３１は第１偏心装置４８を介
して第１方向にヒンジカップと相対的に調節可能であり
、かつ第２偏心装置５０を介して第１方向に対して垂直
な他の方向に調節可能である。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１軸線回りに揺動可能にケー
スの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に対して平行な第２軸線回
りに揺動可能に上板に連結され、
　少なくとも１本の双腕レバーを具備し、このレバーが水平枢着軸線回りに揺動可能に側
方ケース部分に取付けられ、レバーの長い腕が下板に枢着連結され、
　少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジアームが板を枢着連結し、ヒンジ
アームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定されている、持上げ装置において
、
　ヒンジアームが第１偏心装置を介して第１方向にヒンジカップと相対的に調節可能であ
り、かつ第２偏心装置を介して第１方向に対して垂直な他の方向に調節可能であることを
特徴とする２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【請求項２】
　ヒンジアームが中間プレート内に回転可能に収容された第１偏心装置を介して調節可能
であるように、ヒンジアームが少なくとも１本のピンを介して中間プレートに許容差でも
って保持されていることを特徴とする請求項１記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【請求項３】
　ヒンジアームが中間プレートと共に、前記中間プレートを通過する第２偏心装置を介し
てヒンジカップと相対的に調節可能であることを特徴とする請求項１または２に記載の２
板式折畳み扉用の持上げ装置。
【請求項４】
　中間プレートが、第２偏心装置を回転可能に保持している支持プレート上で、縦方向に
移動可能に案内されていることを特徴とする請求項３記載の２板式折畳み扉用の持上げ装
置。
【請求項５】
　中間プレートがヒンジカップ内で縦方向に移動可能に案内され、第２偏心装置がこのヒ
ンジカップに回転可能に保持されていることを特徴とする請求項３記載の２板式折畳み扉
用の持上げ装置。
【請求項６】
　中間プレートが狭いウェブ部分を有し、部分的にＵ字形断面を有するヒンジアームが前
記ウェブ部分に上から嵌合していることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載
の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【請求項７】
　少なくとも１本のピンがウェブ部分から両側に突出し、それによってピンがウェブ部分
に対して、嵌合ヒンジアームを横方向に移動支持できるように、ピンがウェブ部分に保持
可能であることを特徴とする請求項６記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【請求項８】
　少なくとも１本のピンがその中央領域に溝削り部を備えていることを特徴とする請求項
７記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１軸線回りに揺動
可能にケースの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に対して平行な
第２軸線回りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバーを具備し、この
レバーが水平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レバーの長い腕が
下板に枢着連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジアームが板を
枢着連結し、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定されている、
持上げ装置である、２板式折畳み扉用の持上げ装置に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　２板式折畳み扉用の持上げ装置は特許文献１によって知られている。上板は水平な第１
軸線回りに揺動可能に戸棚の上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板は第１軸線に
対して平行な第２軸線回りに揺動可能に上板に連結されている。持上げ装置は少なくとも
１本の双腕レバーを具備し、このレバーは水平軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取
付けられ、レバーの長い腕は下板にヒンジで連結されている。更に、圧縮ばね部材が設け
られている。この圧縮ばね部材の一端はケース部分に枢着され、他端は短いレバー腕に枢
着されている。
【０００３】
　公知の折畳み扉は人がハンドルを掴むことによって開放される。このハンドルは図示さ
れていないが、必須であり、下板に連結されている。このハンドルは下板の下側エッジか
ら特別な間隔を有していなければならない。
【０００４】
　折畳み扉の開放のためのハンドルを必要とせずに、下板の下側エッジを引っ張るだけで
折畳み扉の開放を可能にする、上記の種類の持上げ装置を提供する必要性がある。
【０００５】
　２板式折畳み扉のための持上げ装置はドイツ国実用新案の特許文献２によって知られて
いる。この特許文献は２板式折畳み扉のための持上げ装置であって、上板が水平な第１軸
線回りに揺動可能にケースの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に
対して平行な第２軸線回りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバーを
具備し、このレバーが水平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レバ
ーの長い腕が下板に枢着連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジ
アームが板を枢着連結し、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定
されているという特徴を開示している。
【０００６】
　この文献に記載された２板式折畳み扉のための持上げ装置はヒンジを備え、このヒンジ
は、一方の板に挿入可能なヒンジカップと、２枚の板を連結するために他方の板に固定可
能なヒンジアームとを備えている。
【０００７】
　この実用新案で示された一つの実施の形態では、ヒンジアームが両板において、それぞ
れ板に設けられたヒンジカップ内のピンに連結され、それによって扉の２枚の板が非常に
コンパクトで省スペース形態で互いに枢着連結されている。他の実施の形態では、ヒンジ
アームが一方ではヒンジカップにおいて一方の板に連結され、他方では通常の４リンクヒ
ンジの形態で他の板に連結されている。
【０００８】
　通常の４リンクヒンジの使用により、三次元方向の調節が可能であるので、板は適当な
調節によって互いに相対的におよび家具１点のケースと相対的に三次元で調節可能である
。ヒンジアームが各端部でヒンジカップに支持されている実施の形態では、異なる座標方
向でのこのような調節は不可能である。
【０００９】
【特許文献１】ＤＥ　２０１　００　６６２　Ｕ１
【特許文献２】ＤＥ　２０　２００５　０１６　４０５
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　そこで、本発明の課題は、２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１
軸線回りに揺動可能にケースの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線
に対して平行な第２軸線回りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバー
を具備し、このレバーが水平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レ
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バーの長い腕が下板に枢着連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒン
ジアームが板を枢着連結し、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固
定されている、持上げ装置において、各端部でヒンジカップに支持されたヒンジが、板の
横方向位置合わせと相互間隔調節を可能にする２つの座標方向の調節手段を備えることが
できるように、発展形成された持上げ装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記課題は以下の各発明によって解決される。
【００１２】
（請求項１）
　２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１軸線回りに揺動可能にケー
スの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に対して平行な第２軸線回
りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバーを具備し、このレバーが水
平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レバーの長い腕が下板に枢着
連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジアームが板を枢着連結し
、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定されている、持上げ装置
において、ヒンジアームが第１偏心装置を介して第１方向にヒンジカップと相対的に調節
可能であり、かつ第２偏心装置を介して第１方向に対して垂直な他の方向に調節可能であ
ることを特徴とする２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【００１３】
（請求項２）
　ヒンジアームが中間プレート内に回転可能に収容された第１偏心装置を介して調節可能
であるように、ヒンジアームが少なくとも１本のピンを介して中間プレートに許容差でも
って保持されていることを特徴とする請求項１記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【００１４】
（請求項３）
　ヒンジアームが中間プレートと共に、前記中間プレートを通過する第２偏心装置を介し
てヒンジカップと相対的に調節可能であることを特徴とする請求項１または２に記載の２
板式折畳み扉用の持上げ装置。
【００１５】
（請求項４）
　中間プレートが、第２偏心装置を回転可能に保持している支持プレート上で、縦方向に
移動可能に案内されていることを特徴とする請求項３記載の２板式折畳み扉用の持上げ装
置。
【００１６】
（請求項５）
　中間プレートがヒンジカップ内で縦方向に移動可能に案内され、第２偏心装置がこのヒ
ンジカップに回転可能に保持されていることを特徴とする請求項３記載の２板式折畳み扉
用の持上げ装置。
【００１７】
（請求項６）
　中間プレートが狭いウェブ部分を有し、部分的にＵ字形断面を有するヒンジアームが前
記ウェブ部分に上から嵌合していることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載
の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【００１８】
（請求項７）
　少なくとも１本のピンがウェブ部分から両側に突出し、それによってピンがウェブ部分
に対して、嵌合ヒンジアームを横方向に移動支持できるように、ピンがウェブ部分に保持
可能であることを特徴とする請求項６記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【００１９】



(5) JP 2009-523937 A 2009.6.25

10

20

30

40

50

（請求項８）
　少なくとも１本のピンがその中央領域に溝削り部を備えていることを特徴とする請求項
７記載の２板式折畳み扉用の持上げ装置。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によると、２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１軸線回り
に揺動可能にケースの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に対して
平行な第２軸線回りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバーを具備し
、このレバーが水平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レバーの長
い腕が下板に枢着連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジアーム
が板を枢着連結し、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定されて
いる、持上げ装置において、各端部でヒンジカップに支持されたヒンジが、板の横方向位
置合わせと相互間隔調節を可能にする２つの座標方向の調節手段を備えることができるよ
うに、発展形成された持上げ装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に、本発明の実施の形態について説明する。
【００２２】
　２板式折畳み扉用の持上げ装置であって、上板が水平な第１軸線回りに揺動可能にケー
スの上壁または区画壁にヒンジで取付けられ、下板が第１軸線に対して平行な第２軸線回
りに揺動可能に上板に連結され、少なくとも１本の双腕レバーを具備し、このレバーが水
平枢着軸線回りに揺動可能に側方ケース部分に取付けられ、レバーの長い腕が下板に枢着
連結され、少なくとも１本のヒンジアームを具備し、このヒンジアームが板を枢着連結し
、ヒンジアームがそれぞれ、板に設けられたヒンジカップに固定されている、持上げ装置
において、各端部でヒンジカップに支持されたヒンジが、板の横方向位置合わせと相互間
隔調節を可能にする２つの座標方向の調節手段を備えることができるように、発展形成さ
れた持上げ装置は、請求項１の特徴の組み合わせによって解決される。ヒンジアームは第
１偏心装置を介して第１方向に一方のヒンジカップと相対的に調節可能であり、かつ第２
偏心装置を介して第１方向に対して垂直な他の方向に調節可能である。
【００２３】
　本発明の特別な実施形態は請求項１に続く従属請求項から明らかである。
【００２４】
　ヒンジアームが中間プレート内に回転可能に収容された第１偏心装置を介して調節可能
であるように、ヒンジアームは少なくとも１本のピンを介して中間プレートに許容差でも
って保持可能である。中間プレートはヒンジアームとヒンジアームを固定するヒンジカッ
プとの間にあり、前記中間プレートはヒンジカップ上で関節軸線に対して垂直に移動可能
に案内され、ヒンジアームは中間プレート上で第２偏心装置または他の固定手段によって
、セット可能な相対位置、すなわち固定された相対位置で、枢着軸線に対して平行に移動
可能である。
【００２５】
　ヒンジアームは中間プレートと共に、前記中間プレートを通過する第２偏心装置を介し
てヒンジカップと相対的に調節可能である。
【００２６】
　中間プレートは、偏心装置を回転可能に保持している支持プレート上で、縦方向に移動
可能に案内可能である。これは、その他の点では標準的に形成されたヒンジカップ内への
支持プレートの分離挿入を可能にする。
【００２７】
　その代わりに、中間プレートは、第２偏心装置を回転可能に保持しているヒンジカップ
内で縦方向に移動可能に案内可能である。この実施形態では支持プレートが省略されてい
る。
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【００２８】
　他の好ましい実施形態に従って、中間プレートは狭いウェブ部分を有し、部分的にＵ字
形断面を有するヒンジアームがウェブ部分に上から嵌合している。
【００２９】
　少なくとも１本のピンがウェブ部分から両側に突出し、それによってピンがウェブ部分
に対して、嵌合ヒンジアームを横方向に移動支持できるように、ピンがウェブ部分に保持
可能である。
【００３０】
　少なくとも１本のピンはその中央領域に、組立を容易にするための溝削り部を備えてい
る。ピンの溝削り部は中間プレートのウェブ部分に挿入可能であり、摩擦ロックを行う。
【００３１】
　本発明の他の詳細、効果および特徴は、図に示した実施の形態から明らかになる。
【００３２】
　図１は、家具１点、すなわち例えばクローゼット要素またはドレッサー要素のケースの
側面図である。この家具の開口は折畳み扉１６によって閉鎖されている。この折畳み扉は
互いに枢着連結された２枚の板１２、１４からなっている。図示では、折畳み扉のための
持上げ装置１８が見えるようにするために、前側の側壁は取り外してある。折畳み扉１６
の上板１２は普通の方法で２個の２リンクヒンジ２２によって、ケースの上壁２０に枢着
されている。それによって、上記の折畳み扉はヒンジ２０によって形成された関節軸線回
りに揺動可能である。
【００３３】
　下板１４は他のヒンジ２６を介して上板１２に枢着連結されている。関節２６のヒンジ
カップ２８が下板１４に挿入されている。ヒンジ２６のヒンジカップ２９が上板１２に挿
入されている。ヒンジ２６は枢着軸線を形成し、この枢着軸線回りに折畳み扉の２枚の板
１２，１４が相対的に揺動可能である。
【００３４】
　持上げ装置１８は特許文献１（ＤＥ２０１００６６２Ｕ）によって既に知られている方
法で双腕レバー３４を備えている。レバー３４は取付け金具３６を備えた枢着個所３８を
形成している。図１から明らかなように、取付け金具は下板１４に連結されている。枢着
個所３８は同様に水平枢着軸線を形成している。この枢着軸線は簡単化するために３８に
よって示してある。他の枢着軸線４０がレバー３４の上側枢着個所によって形成されてい
る。自由端をケースに枢着したガス圧縮ばね４２は、レバー３４の短い腕に作用している
。
【００３５】
　折畳み扉１６は図２に開放位置が示してある。板１２、１４はケースに自由にアクセス
できるように上方に揺動している。
【００３６】
　ヒンジ２６の構造と機能について、図３～６に関連して詳細に説明する。
【００３７】
　ヒンジアーム３１はピン３２（図４参照）によって第１ヒンジカップ２８に揺動可能に
連結されている。反対側の端領域において、ヒンジアーム３１は２本のピン４４を介して
中間プレート４５に横方向に移動可能に連結されている。溝削り部を有するピン４４の中
央領域は、中間プレート４５の狭いウェブ部分４７の穴４６内に保持され、それによって
横方向端部はスピゴットのように穴から突出している。中間プレート４５上でのヒンジア
ーム３１の横方向移動は、偏心装置４８によって行われる。この偏心装置はウェブ部分４
７の穴４９を通過し、ウェブ部分にリベット止めされている。
【００３８】
　図示した実施の形態では、中間プレート４５が分離して設けられた支持プレート５１を
介して案内されている。この支持プレートは２本のピン５２、５３によってヒンジカップ
２９に固定されている。ヒンジカップ２９は慣用の方法で鋼からなっている。ヒンジカッ
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プ２９における偏心装置５０の直接的な固定は、錫のダイカストでは、一層複雑でおよび
／またはコストのかかる設計を必要とするであろう。
【００３９】
　偏心装置５０は支持プレート５１の穴５４内に保持され、支持プレートにリベット止め
されている。中間プレート４５は横方向縁部５５を有し、それによって支持プレート５１
をＵ字形に被覆している。縁部は細長い穴５６を有し、この穴を介して中間プレート４５
はピン５２、５３によってヒンジカップ２９に保持され、そしてこのピン５２、５３およ
び下側の溝５９によって形成されたガイドによって縦方向に移動可能である。この下側の
溝は支持プレート５１の上面によって部分的に取り囲まれている（図５参照）。
【００４０】
　ヒンジアーム３１と中間プレート４５はそれぞれ、偏心装置４８、５０の頭のための切
り込み５７、５８を通常の方法で備えている。
【図面の簡単な説明】
【００４１】
【図１】持上げ装置の実施の形態の側面図（持上げ装置に連結された折畳み扉は閉鎖位置
にある。）
【図２】本発明の持上げ装置の開放位置にある折畳み扉を示した図
【図３】折畳み扉の板を互いに連結するヒンジの平面図
【図４】図３のヒンジに沿った縦断面図
【図５】図４のＶ－Ｖ線に沿った断面図
【図６】図３のヒンジの個々の部品を示す分解図
【符号の説明】
【００４２】
１２：板（上板）
１４：板（下板）
１６：折畳み扉
１８：持上げ装置
２０：ケースの上壁
２２：リンクヒンジ
２６：ヒンジ
２８：ヒンジカップ
２９：ヒンジカップ
３１：ヒンジアーム
３２、５２、５３：ピン
３４：レバー（双腕レバー）
３６：取付け金具
３８：枢着個所
４０：枢着軸線
４２：ガス圧縮ばね
４４：ピン
４５：中間プレート
４６、４９、、５４、５６：穴
４７：ウェブ部分
４８：（第１）偏心装置
５０：（第２）偏心装置
５１：支持プレート
５５：横方向縁部
５７、５８：切り込み
５９：溝
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【図３】

【図４】

【図５】
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